
シンポジウム 2009 

「食糧・イスラム金融・循環型社会の構築・新規国際共同プロジェクト立上げ」 

 

日 時： 平成２１年９月１５日（火） 

時 間： 13:30～17：30 

場 所： 拓殖大学 文京キャンパスＣ館 501 号室 

 

「食糧危機」が叫ばれて久しい。しかし、事実・データに基づいて考え、対応しなければならないと

の指摘がなされている。また、気候・降水分布変動⇔水資源枯渇⇔人口増予測による需給不安

⇔食糧価格⇔(イスラム等の)金融⇔原油・(バイオ)燃料価格⇔循環型社会の構築の相関も指摘さ

れている。そこで、今、国際共同プロジェクトを如何に起こして、何をなさなければならないのか、

検討し方針を示したい。基調講演とそれを受けての 3 つのワークショップでの議論を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜プログラム＞ 

13:30 開会あいさつ 新田会長 

13:40～14:40 基調講演（各 30 分） 

１．食糧危機を煽ってはいけない 川島博之(東京大学大学院准教授) 

２．国際共同プロジェクト  西村一(海洋研究開発機構室長) 

＜休憩＞ 

14:50～16:20 ワークショップ（3 セッション並行開催） 

A) 3F(食糧・燃料・金融)について―水資源や（イスラム等の）金融の観点から 

    (座長；茂木創@拓殖大学) 

 

B) 気候環境×資源循環×地域開発国際共同研究プロジェクト立上げ 

    (座長；角田晋也@海洋研究開発機構) 

報告者（順不同） 

①佐々木保徳（防衛大学校教授）  

②木本研一 （AsTec）  

③柳下和夫 （情報総合研究所代表） 



C) 循環型社会の構築のための環境政策の提案と評価―ごみリサイクル・資源循環・プロジェクト

評価― 

 (座長；安田八十五@関東学院大学) 

報告者（順不同） 

①二宮浩輔（山梨県立大学准教授）  

②中村正子（関東学院大学講師）  

③ 車 佳 （東北大学大学院） 

 

16:20～16:50 ワークショップ報告・優秀プレゼン表彰 

立花亭氏、車佳氏、柳下和夫氏 3 名 

 

16:50～17:20 パネル討論 

17:20～17:30 総括 :閉会あいさつ 吉野理事長 

17:30 閉会 

 

  




